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2007 年 10 月より), 明里宏文，岡本宗裕 (教授)，鈴
木樹理 (准教授), 宮部貴子, 早川敏之 (助教)，吉田
友教 (特定助教)，阿部政光, 釜中慶朗, 前田典彦 
(技術専門職員)，渡邉朗野, 森本真弓, 兼子明久, 渡































人事面では 2010 年 4 月 1 日に教授の岡本宗裕が就
任した. 研究員として吉田友教を 4 月から採用, 8 月 1
日に特定助教に就任した. 非常勤研究員として松井
淳を 5 月から採用した. 非常勤職員には以下の異動が
あった. 2010年 4月より教務補佐員に齊藤波子を採用. 
サル飼育担当として 5 月谷和女， 8 月津川則子，2011
年 1 月大竹公子を技能補佐員に採用， 4 月実験補助
担当として安江美雪， 生駒智子 （派遣職員）を採用． 
5 月菅原 亨 （非常勤研究員）, 岩崎優紀（技術補佐










間の RCRO 領域の組み換えが生じることを確認した. 
 



















会）, Jahan S（バングラデシュ野生生物保護局）, 平
井百合子 
タイのチェンマイ動物園の属間雑種を解析し, 父




おこなった. Hoolock hoolock の染色体の彩色プローブ
作製にとりかかった. 
 
D) カニクイザル /human immunodeficiency virus 
type-1 (HIV-1) 感染モデルの開発に関する研究 
齊藤暁, 吉田友教, 明里宏文 
本研究では近年確立された, サル細胞で増殖可能




世代 HIV-1mt である MN4Rh-3 はこれまでの HIV-1mt
と比較してカニクイザル個体でより良好に増殖する
ことが示された. ピーク時での血中ウイルス量（感染
２週後で 6 x 104 copies/ml 以上）は, ウイルス定量系の
検出限界（102 copies/ml）を考慮すれば充分薬剤によ
る抗ウイルス効果を判定できるものと考えられるこ





E) カニクイザルにおける macaque-tropic human 
immunodeficiency virus type-1 (HIV-1mt) 増殖の個体
 －76－ 
差に関する分子基盤研究 
齊藤暁, 吉田友教, 明里宏文 



















抗 C 型肝炎ウイルス獲得免疫に関する研究 




























吉田友教, 竹元博幸, 橋本千絵, 坂巻哲也, 宮部貴子,
渡邉祥平, 古橋保志, 前田典彦, 生駒智子, 岡本宗裕,
鈴木樹理, 早川敏之, 古市剛史, 明里宏文 
 アフリカ野生チンパンジー／ボノボの糞便サンプ
ルからの病原微生物特異抗体検出系の確立を行なう
ため, 我々は腸管免疫の主な役割を担っている IgA 抗
体に着目した.すなわち国内飼育されているチンパン
ジーの血漿サンプル中に特に抗体価が高かった EBV
抗体について, 糞便サンプルから EBV IgA 抗体を検
出することに成功した. 次に野生チンパンジー／ボ
ノボ糞便からの抽出液から EBV IgA 抗体を検出した
ところ, チンパンジーで５頭中１頭, ボノボにおいて

















で確認できたが, 有鉤条虫は, 1 集落で確認できたの
みであった. これらの虫体について,,ミトコンドリ























する方法について, 検討した. 全身麻酔下で, 腹部正
中を開腹後, 肝臓の一部を体外に露出した. メスで肝



















宮部貴子, 兼子明久, 渡邉朗野, 増井健一（防衛医科









宮部貴子, 渡邉朗野, 兼子明久, 鈴木樹理 
飼育下のサル類の自然発症疾患に関して, 臨床研
究を行っている. 今年度導入された X線 CTを用いて, 
①安楽殺直前のスクリーニング CT 撮像, および②自
然発症疾患症例の CT 撮像をおこなった. 2010 年に撮
像をおこなった 11 症例について, それぞれの画像と
安楽殺後の病理解剖の肉眼および病理組織所見, 症






Diah Iskandriati, Joko Pamungkas, Hery Wijayanto,  
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2009 年（平成 21 年）4 月 1 日に新設した．名称は，
国際共同先端研究センター（英文正式名称は Center 
for International Collaboration and Advanced 




21 年度末で廃された．平成 22 年度からは、新たに「共
